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１．はじめに
日本における外国人登録者数は，昭和４４年以降，４０年間連続して増加の一途をたどってきた。『平成２２年版在
留外国人統計』によれば，２００９年１２月３１日時点における外国人登録者数は２，１８６，１２１人で，４０年ぶりに前年より
やや減少に転じたものの，２０年前に比べると２倍の増加を見せている。また，同書によれば，在留資格では「永
住者」が最も多く，次いで「特別永住者」，「日本人の配偶者等」，「定住者」，「留学」の順となっており，日本に
定住する外国人が増加していることがうかがわれる。これに伴い，国内の日本語学習者数も増加している。文化
庁の調査１）によれば，２０１０年１１月１日時点での国内における日本語学習者数は１６７，５９４人であり，１０年前に比べる
と，約７万人増加している。
このような在留外国人の増加・定住化に伴う日本語学習者数の増加と学習目的の多様化によって，これまで大
学や日本語学校で行われてきた学校型の日本語教育という形から，それぞれのニーズに応じた学習内容や形態の
変化が現場にもたらされている（二通２００６）。その中でも，「生活者としての外国人」を対象とした地域の日本語
教室（以下，「地域日本語教室」とする）が担う役割は年々大きくなりつつある。
地域日本語教室は，これまでは主に地域住民による日本人ボランティアによって支えられてきた。しかし，文
化庁の委託事業として「日本語能力を有する外国人を対象とした日本語指導者養成」および「日系人等を活用し
た日本語教室の設置運営」が２００７年と２００８年に推進されたことにより，日本語学習支援の形態は，日本人支援者
中心から日本語能力を有する外国人が学習を支援するという形態へと広がりを見せつつある（御舘２０１０）。また，
二通（２００６）では，日本語教室がない地域で，外国人自身が自らの日本語学習経験を生かして支援を始めた例も
複数報告されている。
しかしながら，日本語教育において外国人支援者が注目され始めたのは近年のことであり，外国人支援者に関
する研究はまだ十分ではない。辛（２００６）では，大学の留学生を対象として，非母語話者日本語教師に対する学
習者のビリーフ調査を行い，非母語話者日本語教師の役割と学習者のビリーフの変容について考察が行われてい
る。また，御舘（２０１０）では，地域日本語教室で実際に日本語支援に当たる外国人支援者に着目し，彼らのアイ
デンティティおよび支援の実態とその役割や意義などについて報告がなされている。このように，留学生の視点
から非母語話者日本語教師の役割について言及したものや，地域日本語教室において外国人支援者の視点からそ
の役割や意義について論じた研究は見られるが，地域日本語教室における学習者の視点からの研究は見られず，
日本語能力を有する外国人が地域日本語教室で日本語を教える意義や役割に関して学習者自身がどのように考え
ているかについてはまだ明らかにされていない。そこで，本研究では地域日本語教室の学習者に個別のインタビ
ュー調査を実施することにより，支援の形態，授業中の母語の使用，という二つの観点から地域日本語教室
における外国人支援者の役割を明らかにしたい。
２．調査の概要
２．１ 鳴門国際交流協会日本語教室について
本研究において調査を行った鳴門国際交流協会日本語教室は，地域在住の外国人が生活に必要な日本語を継続
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して学べる場を提供するために，２００７年９月５日に鳴門国際交流協会と鳴門教育大学大学院日本語教育分野の協
働で立ち上げられた２）。この日本語教室は，平日の夜に毎週１回１時間半，クラス単位で日本語を学習している
ものであり，レベルに応じて入門，初級 A，初級 Bの３つのクラスから構成されている。学習者数は，調査の
時点で，入門クラス５名，初級 Aクラス２名，初級 Bクラス４名の合計１１名である。学習者の国籍はいずれも
中国であり，その属性は研修生，日本人の配偶者，中学生など様々である。
教室における日本語支援は，主に鳴門教育大学の大学生および大学院生が担当している。大学院生はいずれも
日本語教育を専攻している日本人および中国人留学生である。また，その他に徳島県国際交流協会が主催した「日
本語指導ボランティア養成講座」を修了した日本人支援者が担当している。授業は，日本人支援者と中国人支援
者がそれぞれ単独で行うこともあれば，日本人支援者と中国人支援者がペアで行うこともある。テキストは『み
んなの日本語』初級本冊と初級本冊（スリーエーネットワーク）がレベルに応じて使用されている。
２．２ インタビュー調査の概要
調査期間は２０１０年６月９日から６月３０日までであり，個別にインタビューする方法で鳴門国際交流協会日本語
教室の学習者全員（１１名）に実施された。適正なインタビューの回答が得られるように，学習者にはあらかじめ，
日本人支援者が単独で日本語のみで行う授業，中国人支援者が単独で中国語のみで行う授業，日本人支援者と中
国人支援者がペアで日本語と中国語の両方を使って行う授業をすべて体験してもらった。
インタビュー時には，インタビューシートに記録するとともに，学習者の許可を得て，会話内容を ICレコー
ダーに録音した。また，インタビューは日本語で行われたが，学習者の日本語能力の関係から，中国語で行われ
たものもある。学習者への質問項目については，本稿の最後に資料として添付する。
３．調査の結果と分析
３．１ 入門クラス
３．１．１ 入門クラスの概要
入門クラスの学習者数は５名である。日本滞在歴は最も短い者で３ヶ月，最も長い者で３年１０ヶ月である。学
習者の属性は，研修生３名，日本人の配偶者１名，日本人の配偶者の家族１名と様々であり，日本語を学ぶ理由
も「日本語はおもしろいから」，「仕事上での意思疎通のため」，「今後，日本でずっと暮らしていくため」など多
様である。
母親が先にこの日本語教室に参加していた日本人の配偶者の家族を除き，この教室に来る前には教室に中国人
支援者がいることを全員知らなかったが，中国人が支援を行うことについては，５名中１名が「ふつう」と答え
た以外は，４名が「いい」または「とてもいい」と答えている。
３．１．２ 入門クラスの結果
聞き取り調査の結果，支援の形態としては，全員が日本人支援者と中国人支援者のペアでの日本語支援を望ん
でいることが分かった。ただし，日本人支援者と中国人支援者に求められる支援の内容は異なっている。入門ク
ラスの学習者は，日本人支援者に対しては５名中４名がネイティブの「発音」を求め，残りの１名は日本人を相
手にした「会話」を求めていた。一方，中国人支援者に対しては５名中４名が中国語による「文法」の説明を求
めており，残りの１名は「単語」の説明を求めていた。
中国人支援者が単独で授業を行う際の母語の使用に関しては，中国語のみで授業が行われた場合，全員が「日
本語の勉強にならない（５名）」と否定的に捉えていることが明らかになった。また，日本語のみでの授業も，「（中
国人支援者の）発音が不安（２名）」「自分が質問する時には中国語が必要（３名）」という理由から望まれてい
ない。中国人支援者による単独の授業の場合においても，入門クラスの学習者が最も望ましいと考えるのは日中
両言語を使用するという形式であり，基本的には日本語で授業を行い，難しい文法の説明や自分が質問する時に
限って中国語を使用するというものであった。
３．２ 初級Aクラス
３．２．１ 初級Aクラスの概要
初級 Aクラスは，来日して１年６ヶ月の中学生２名で構成されている。初級 Aクラスの２名は，今後日本で
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暮らしていかなければならないため，日本語を学ぶ目的もそれぞれ「日本で大学に進学するため」，「大学を卒業
したら，日本語・中国語・英語を使っていい仕事に就きたいから」と明確である。この教室に申し込む時点では
教室に中国人支援者がいることは知らなかったが，中国人が日本語学習を支援していることについては２名とも
「とてもいい」と答えている。特に，「来日直後の日本語がまったく分からなかった辛い時期には，話が分かっ
てくれる人がいて本当に助かった」と述べている。
３．２．２ 初級Aクラスの結果
聞き取り調査の結果，日本語支援の形態については，日本人支援者と中国人支援者のペアでの支援が最も望ま
しいと考えていることが分かった。ただし，このクラスの学習者２名はいずれも中学生であるため，日本人支援
者と中国人支援者それぞれに期待する支援の内容が他のクラスとは異なっているのが特徴である。２名とも，日
本人支援者に対しては「生活言語」を望んでおり，中国人支援者に対しては，１名は「文法」を，もう１名は「日
本の文化や生活習慣」を教えてほしいと回答している。
中国人支援者が単独で授業を行う際の母語の使用については，共に日本語と中国語の両方を使った授業を希望
している。中国語のみで行われる授業については，「来日直後の時期は分かりやすくてよかった」と評価する一
方で，日本語がある程度できるようになった現在では，「中国語を使うと分かりやすいが，日本語の練習にはな
らない」とやや否定的である。日本語のみを使用した授業に対しては意見が分かれ，１名は「簡単な日本語で教
えてもらえれば問題がない」という意見であったのに対し，もう１名は「全部は理解できないので良くない」と
回答しており，認識の差が見られた。
３．３ 初級Bクラス
３．３．１ 初級Bクラスの概要
初級 Bクラスの学習者数は４名である。学習者の属性は，研修生が３名と日本人の配偶者が１名である。日
本滞在歴は，最も短い者で８ヶ月，最も長い者で３年１ヶ月であった。日本語を学ぶ理由は，「日本語はおもし
ろいから」，「故郷には日本企業がたくさんあるので，帰国したらいい仕事がしたい」，「日本人と結婚したため，
生活の様々な場面で日本語を話さなければならないから」などであった。この教室に来ていた研修生の紹介で日
本語教室に参加した研修生１名を除き，他の３名は教室に中国人支援者がいることを知らなかったが，中国人が
日本語学習の支援をすることについては，全員が「いい」または「とてもいい」と回答している。
３．３．２ 初級Bクラスの結果
聞き取り調査の結果，日本語支援の形態としては，全員が日本人支援者と中国人支援者のペアでの支援を望ん
でいた。しかし，日本人支援者と中国人支援者のそれぞれに求める内容はやや異なり，日本人支援者に対しては
ネイティブの「発音」（３名），「文法」の説明（１名），「会話」（１名）が求められている。一方，中国人支援者
に対しては，「文法」の説明（４名），「単語」の意味（１名）が求められている（いずれも複数回答）。
中国人支援者が単独で支援する際の母語の使用については，中国語のみで支援する場合は全員が「日本語の勉
強にならない（４名）」と考えており，望まれていないことが分かった。日本語のみでの支援については，１名
が「日本語を聞いて，話す力がつく」という理由で望ましいと回答していたが，残りの３名は「自分が質問する
時には，日本語だけでは十分にできない」という理由から望んでいない。初級 Bクラスにおいても，他のクラ
スと同様，中国人支援者が単独で支援を行う際に最も望ましいのは日中両言語を使用するという形式であり，両
言語の使用に関しては，基本的には日本語だけで授業を行い，自分が質問する時や難しい文法を説明してもらう
場合に限り中国語も併用するというものであった。ただし，中国人支援者が質問に回答する際には，必ずしも母
語で説明する必要はなく，平易な日本語であれば日本語による説明でもよいという意見も見られた。
４．考 察
これまで，クラスごとに調査結果をまとめてきたが，支援の形態としては，すべての学習者が属性に関わりな
く，中国人支援者と日本人支援者のペアでの日本語支援を希望していることが明らかになった。また，中国人支
援者が単独で支援を行う場合も，母語の使用は出来るだけ少なくし，日本語を基本とした上で，自分が質問する
時，あるいは文法などが分からない時に限り，母語を使用してほしいと考えていることが分かった。これには，
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日本語に触れる時間を少しでも多くしたいが，日本語だけでは文法等の詳しい理解は得られないという学習者の
心理が働いているものと考えられる。
日本人支援者に求める役割に関してはクラスによる違いが見られた。日本人支援者に対しては，入門クラスで
はほぼ全員が「発音」を求めていたが，レベルが上がった初級 Bクラスでは「発音」に加えて，「文法の説明」
や「会話」など様々なものが求められていた。ただし，外国人生徒が学ぶ初級 Aクラスでは，「生活言語」とい
う他のクラスには見られないニーズが見られた。このように，レベルや属性の違いによって，日本人支援者に求
められる支援の内容には違いが見られた。
一方，中国人支援者に対してはそのような違いが見られず，いずれのクラスにおいても，中国人支援者には「文
法の説明」を求めるという意見が多く見られた。このことに関して，インタビューの中で「中国人支援者は文法
の説明が分かりやすい」という感想が複数得られたことに注目したい。中国人支援者は，自らも日本語を目標言
語として習得した経験を有している。そのような経験を通して，自分と母語を同じくする学習者が，日本語を習
得する過程において日本語のどの部分を難しいと感じるかを理解しているため，自らの学習方法を提示しつつ説
明を行うことにより，学習者の支持を得ているものと考えられる。御舘（２０１０）においても，学習者の母語を介
したクラス形式の活動において，外国人支援者が自らの学習経験をもとに学習者の言語使用環境を理解・予測
し，それに応じた説明を行っていることが報告されている。
なお，先に述べたように，授業中は出来るだけ日本語を使用してほしいというのが学習者全員に共通する意見
であったが，インタビュー時に複数の学習者から，「授業の前後に，中国人支援者や他の学習者と中国語で会話
できるのはとても楽しい」という感想も聞かれた。また，「ここは他とは全然違うところなので，疲れていても
来ます」などという声もあったことから，学習者にとって地域日本語教室が単なる語学学習の場ではなく，日本
在住の他の中国人と交流することができる「居場所」（御舘２０１０）となっていることがうかがわれる。
５．まとめと今後の課題
今回行った学習者に対する個別の聞き取り調査の結果から，外国人支援者に期待する支援の形態と母語の使用
については，学習者に共通するものと，クラスおよび属性によって異なるものとが存在することが明らかになっ
た。以下に，共通点と相違点についてそれぞれまとめる。
＜共通点＞
 支援の形態に関して，日本人支援者と中国人支援者のそれぞれが単独で支援を行うのではなく，日本人
支援者と中国人支援者のペアでの支援を全員が希望している。
 母語の使用に関して，クラスや属性に関わらず，学習者の母語は難しい文法の説明や学習者が質問する
場合にのみ使用し，出来るだけ日本語を用いた授業が望まれている。
＜相違点＞
 日本人支援者と中国人支援者の役割に関して，入門クラスでは日本人支援者にネイティブの「発音」が
求められているが，レベルが上の初級 Bクラスになると，ネイティブの「発音」に加えて平易な日本語
を用いた「文法」の説明や会話の相手も期待する傾向が見られた。一方，中国人支援者に対しては，いず
れのクラスにおいても，母語を用いた「文法」の説明が求められている。
 初級 Aクラスでは，日本人支援者や中国人支援者に対して「生活言語」や「文化・習慣」を教えてほ
しいという独自のニーズが見られたが，これはこのクラスの学習者２名が外国人生徒であることと関わる
と考えられる。
本研究では，地域日本語教室における外国人支援者の役割について，これまで調査されることがなかった学習
者の視点から探ったが，本研究で調査を実施した鳴門国際交流協会日本語教室における外国人支援者はいずれも
日本語・日本語教育を専攻する留学生である。このような支援者の属性と本研究の調査結果との関係についても
検討する必要がある。
また，地域日本語教室における支援のあり方を考えるためには，支援者側の視点からの考察も不可欠である。
今後は，地域日本語教室を支えている外国人支援者および日本人支援者の意識調査も行い，支援者がそれぞれの
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立場においてどのようなことに意義を感じ，どのようなことに困難を感じているのかということについて明らか
にするとともに，本研究の調査結果と比較することで，地域日本語教室におけるより良い支援のあり方を探って
いきたい。
注
１）平成２２年度国内の日本語教育の概要（http : //www.bunka.go.jp/kokugo_nihongo/jittaichousa/h２２/gaiyou.
html）
２）開設に際しては，文化庁の平成１９年度地域日本語教育支援事業の助成を受けた。なお，「鳴門国際交流協会」
の開設当時の名称は「鳴門市国際交流協会」であった。
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［資料］学習者への質問項目
１．どのくらい日本に住んでいますか。
２．どこで（例：○○日語学校，○○外語培訓学校），どのくらいの間，日本語を習いましたか。
３．動機について
 どうして日本語を勉強したいと思ったのですか。理由を聞かせて下さい。
 申し込む時に，この日本語教室に中国人の先生がいることを知っていましたか。
４．中国人支援者について
 中国人の先生に日本語を教えてもらうことをどう思いますか。
とてもいい いい ふつう あまりよくない よくない
 いいところは，どんなところですか。（具体的に）
	 よくないところは，どんなところですか。（具体的に）

 中国人の先生が，１人で中国語だけで日本語を教えることについて，どう思いますか。
 中国人の先生が，１人で日本語だけで日本語を教えることについて，どう思いますか。
 中国人の先生が，１人で中国語と日本語で，日本語を教えることについてどう思いますか？また，日
本語のどの部分を，日本語・中国語それぞれで教えてほしいですか？
 この教室に中国人の先生がいてよかったですか。その理由は？
５．日本人支援者について
 日本人の先生に日本語を教えてもらうことをどう思いますか。
とてもいい いい ふつう あまりよくない よくない
 いいところは，どんなところですか。（具体的に）
	 よくないところは，どんなところですか。（具体的に）

 日本人の先生が，１人で日本語だけで日本語を教えることについて，どう思いますか。
６．中国人支援者と日本人支援者が２人で一緒に教える場合
 中国人と日本人の２人の先生が，一緒に日本語を教えてくれることについてどう思いますか。
とてもいい いい ふつう あまりよくない よくない
 いいところは，どんなところですか。（具体的に）
	 よくないところは，どんなところですか。（具体的に）
地域日本語教室における外国人支援者の役割 ――鳴門国際交流協会日本語教室の場合――
―２２９―
７．日本語のどの授業スタイルが好きですか。その理由も教えて下さい。
中国人の先生が，１人で中国語で教える。
中国人の先生が，１人で日本語で教える。
日本人の先生が，１人で日本語で教える。
中国人の先生が，１人で日本語と中国語で教える。
日本人と中国人の先生がいっしょに，日本語と中国語で教える。
永 田 良 太・山 木 眞理子
―２３０―
In recent years, the number of foreigners in Japan is increasing, and the significance of the local
Japanese classroom is emphasized. In the local Japanese classroom, in addition to the conventional form
“Japanese support foreigners”, the form “foreigners who can speak Japanese support foreigners” is also be-
ing seen. The latter form will be especially important in the future, but the role of the foreign supporters
is not clarified still enough. In this paper, we clarify following points through the interview to the Chinese
students of the local Japanese classroom.
・About the form of support, all students expect the support in the pairs of Japanese and Chinese support-
ers.
・About use of the students’ native language, all students expect that the supporters use Japanese as much
as possible except for the explanation of the difficult grammar.
・The students in the beginner class expect the native pronunciation to the Japanese supporters. In addi-
tion, the students in the middle class expect the explanation of the grammar by plain Japanese and the
conversation practice to the Japanese supporters.
・The young students expect the Japanese used in the daily life and the Japanese culture/custom to the
Japanese and Chinese supporters.
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